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～５月７日全校集会での校長講話より～ 

 

 みなさん、人間の「心」は見えませんよね。でも、今日はこのように見えるようにしました。そして、

これは「矢」です。でもただの矢ではありません。実は、「いじめの矢」なのです。 

 それでは、これから、いろいろな「いじめの矢」をこの心に刺します。 

 

○１本目は、「きもい」「うざい」「死ね」などの「悪口、言葉の暴力の矢」です。 

○２本目は、叩いたり、蹴ったり、物を投げつけたりする「暴力の矢」です。 

○３本目は、机に落書きしたり、物を隠したりする「いやがらせの矢①」です。 

○４本目は、失敗したことや人と違っていることを笑ったり、ばかにしたりする 

「からかいの矢」です。 

○５本目は、その人が来たら急に話すことをやめたり、さけたり、独りぼっちにし  

たりする「無視・仲間外しの矢」です。 

○６本目は、誰かを煽ったり、トイレで用を足しているときにいたずらしたりする「いやがらせの矢②」 

です。 

 

 みなさん、考えてください。いじめられた人の心はこんなふうにたくさんの矢が刺さっています。実

際にはもっとたくさんの矢が刺さっているかもしれません。この心は、これからどうなるのでしょうか。 

つらい、悲しい、苦しいと感じて心が引き裂かれたり、壊れたりしてしまうかもしれません。実際に、

学校に来られなくなる人、家から出られなくなる人、死んでしまう人もいるのです。 

  
こんなふうにいじめの矢が突き刺さっている友だちがまわりにいませんか。もし、いたらこのままに

しておいていいのでしょうか。 

 心が壊れてしまう前にいじめの矢を抜かなければなりません。でも、いじめの矢は、いじめられてい
る本人は抜くことができないのです。 

 

 では、どうやったらいじめの矢を抜くことができるのでしょうか。 

 まずは、まわりの人が、「大丈夫だよ、私がついているよ。」、「心配ないからね。ぼくもいっしょ
だよ。」などと声をかけることでしょう。また、勇気を出して、いじめている人に「そんなこと、やめ
なさい。」と注意したり、先生やお家の人にいじめのことを相談したりすることでしょう。そして、何
よりもいじめをした人が深く反省して「心からごめんなさい、もう二度としません。」と謝ることでし
ょう。そうすることで、いじめをなくすことができるのです。このように「いじめの矢」を全部抜くこ
とができました。 

  
でも、みなさん、もう一度この心を見てください。いじめの矢が抜けた

跡はどうなっていますか。そうです、穴が残っていますよね。全部抜いて
もいじめの跡は残るのです。消えないのです。１０年経っても、２０年経
っても忘れることはできません。だから、いじめは絶対にしてはならない、
絶対に許してはならない、絶対になくさなければいけないのです。どんな
理由があっても人間としていじめをしてはならないのです。 

 

 みなさん、お父さん・お母さんからいただいたかけがえのない命を大切
にしていきましょう。自分の命だけでなく、他の人の命も同じです。そのためには、いじめは絶対にし
ない、絶対に許さないと心に誓って優しい心で友達と仲よくしていきましょう。三暘しぐさの「あい言
葉」や「やさしさ返し」を実践して、みんなでいじめのない優しい笑顔が輝く朝暘第三小学校にしてい
きましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【1年】鶴岡公園探検に
行きました！ 

【５年】お茶の入れ方を 
学びました 

 

 

 
◇持久走大会は行いません 
例年6月頃と10月頃に学年ごとに持久走大会を実施してい

ましたが、今年度からは大会としては実施しません。体育授業
の中でタイム測定をする学年もあります。ご承知おきくださ
い。 
 
◇6/2（日）親子大運動会 
 児童登校は８：１０まで、各陣地のテント集合です。競技終
了後は、１２：１０下校（給食なし）になります。 
 駐車スペースが限られていますので、徒歩や自転車での来校
にご協力ください。 
 延期の場合のみ６：３０に一斉メールでお知らせします。 
 
 
 

【３年】山大の先生と庄内
柿の学習をしたよ 

【６年】修学旅行で 
紅花染め体験！ 

【２年】学校案内 
がんばりました！ 

【４年】キレッキレに 
踊ったよ！ 


